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司会

　田村幸久

　大日本コンサルタント

コメンテータ

　小栗ひとみ

　国土技術政策総合研究所

司会

　仲間浩一

　九州工業大学

コメンテータ

　本間里見

　熊本大学

司会

　窪田陽一

　埼玉大学

コメンテータ

　出村嘉史

　岐阜大学

司会

　屋代雅充

　東海大学

コメンテータ

　羽藤英二

　東京大学

司会

　北村眞一

　山梨大学

コメンテータ

　岡田昌彰

　近畿大学

　

司会

　岡田一天

　株式会社

　プランニングネットワーク

コメンテータ

　川崎寧史

　金沢工業大学

Ｄ部門　新機能主義における橋梁デザインの形態的特徴とその印象の関係

　松井哲平　早稲田大学大学院創造理工学研究科建設工学専攻 

　　／佐々木葉

Ｄ部門　優秀な橋梁デザイナーが有するプロトタイプの特徴

　石井信行　山梨大学大学院医学工学総合研究部社会システム工学系

　　／高橋朗浩 

Ｄ部門　認知過程から見た高架橋の一体感

　乾敬道　東北大学大学院情報科学研究科　／平野勝也

Ａ部門　平和大橋歩道橋デザイン提案競技選定案の報告

　黒島直一　大日本コンサルタント株式会社

　　／高楊裕幸　西村浩　西村渉　藤野陽三

Ｄ部門　新橋駅西口広場における歩行者空間成立の経緯と要因に関する研究

　鈴木直樹　東京大学工学部　／中井祐

Ｄ部門　都市形成における賑わいと街路網の関係に関する研究

　稲永哲　熊本大学大学院自然科学研究科　／星野裕司　増山晃太　尾野薫

Ｃ部門　レプリカ建造物の評価に関する研究

　北尾知弘　近畿大学大学院総合理工学研究科　／岡田昌彰

Ｄ部門　コミュニケーションの発展過程が地域空間に対する意識に与える影響

　松村草也　東京大学大学院工学系研究科都市工学専攻　／羽藤英二

Ｄ部門　公開空地における滞留行動と空間構成要素

　嶋田圭佑　大阪工業大学大学院工学研究科都市デザイン工学専攻

　　／田中一成　吉川眞

Ｄ部門　利用パターンと意識から見る場所と人のつながりに関する基礎的研究

　　　　～北九州市小倉北区旦過市場を例として～

　栗山喬　株式会社オリエンタルコンサルタンツ　／仲間浩一

Ｄ部門　プロトコル分析による場面に着眼した回遊行動に関する研究

　中村翔一　早稲田大学大学院創造理工学研究科建設工学専攻　／佐々木葉

Ｄ部門　現代における都市の個室化現象の意味に関する試論

　　　　―仕切られたい私たちの居場所論―

　荻原知子　東京大学大学院工学系研究科社会基盤学専攻　／中井祐

Ｃ部門　田村剛の景観の「発見」

　小野芳朗　京都工芸繊維大学

Ｃ部門　散歩の理論と記述モデルの探求

　　　　-ハイパーテクスト風景論の可能性と限界-

　吉村晶子　（独）防災科学技術研究所

Ｃ部門　アウラなき時代の風景意欲

　佐々木葉　早稲田大学

Ｄ部門　空間情報技術を用いた城郭都市の景観分析

　織野祥徳　大阪工業大学大学院工学研究科都市デザイン工学専攻

　　／吉川眞　田中一成

Ｄ部門　廻遊式庭園におけるシークエンス景観に関する基礎的研究

　　　　-視空間に着目して-

　加藤慎也　日本大学大学院　／天野光一　横山公一

Ｄ部門　近世後期の祇園清水あたりにおける寺院座敷の構成

　出村嘉史　岐阜大学工学部社会基盤工学科　／大住由布子　川崎雅史　樋口忠彦

　セッションA4　橋梁景観 セッションB4　景観形成

セッションB5　行動とシークエンス景観

セッションB6　風景論

セッションA5　景観の時間変化

セッションA6　伝統的景観

プログラム・二日目　2009年12月13日（日） 発表部門　Ａ部門：デザイン作品部門　 Ｂ部門：計画・マネジメント部門　 Ｃ部門：論説・評論部門　 Ｄ部門：調査・研究部門

閉会にあたって 　川﨑　雅史　 景観・デザイン研究編集小委員会委員長

クロージングセッション 【１号館１階 N101】

Ｄ部門　街路パターンの変化と景観の関係性についての基礎分析

　水場牧子　早稲田大学大学院創造理工学研究科建設工学専攻　／佐々木葉

Ｄ部門　都市空間に蓄積した時間の計測方法および表現方法に関する試論

　　　　-建物の築年数に着目して-

　安藤達也　東京大学大学院工学系研究科社会基盤学専攻　／中井　祐

Ｄ部門　都市空間における夕暮れ時間の記述方法

　杉山剛　大阪工業大学大学院工学研究科都市デザイン工学専攻

　　／田中一成　吉川眞
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